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列
挙
さ
れ
て
い
右
い
権
利
の
探
障
の
新
た
本
展
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さ
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近
時
、
権
限
ア
プ

μ
i
ヲ
と
阿
川
仰
の
vl
ゾ
ロ

l
Lノ
が
、
有
力
に
、
一
［
張
さ
れ
て
い
る
代
そ
れ
が
、
同
小
日
々

｝
凶
日
コ
石
川
沖
に
よ
り
工
技
3
れ
て
い
ゐ
一

u日
の
迭
に
封
一
端
ヘ
七
早
さ
き
E
c
z
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h
一
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刈
日
十
さ
れ
己
い
な
い
権
利
の
以
降
ピ

川
崎
、
）
亡
、
従
合
同
、
一
：
と
、
）
C
J
の
よ
よ
J

な
権
利
が
主
ム
的
で
あ
る
か
γ

と
い
う
こ
と
が
内
精
と
＼
」
れ
し
き
た
c

こ
れ
に
対
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、
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日
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い
か
な
る
権
利
が
い
亙
本
的
で
あ
る
か
で
は
な
く
、

白
川
辺
の
附
K
4
に
攻
請
は
、

川
刈
苦
了
さ
れ
こ
い
な
い
権
利
の
保
障
に
ζ

り
い
か
な
る
脅
浩
司
を
右
ヲ
る
の
で
あ
ろ
ベ
か
。
本
山
知
に
は
、

ロ
討
の
拾

定
球
人
耐
の
J

弘
行
、
で
の
列
挙
さ
れ
と
い
日
い
権
利
！
の
保
障
の
為
り
方
お
よ
び
そ
の
日
誌
に
つ
い
て
υ
う
祭

L
て

γこ一
ζ

に

本
稿
の
常
山
川
は
以
、
の
品
川
～
り
で
あ
る

U

二
ー
で
は
、
口
出
心
推
定
川
叫
ん
市
の
枠
市
外
を
概
観
「
る
。
士
一
ー
で
は
、
日
出
の
推
定
立
論

の
霊
法
l

乃
松
山
地
と
な
る
怜
正
九
条
と
将
液
免
玲
条
項
の
意
義
ん
と
H
H
A

る
c

「
一
一
一
一
で
は
、
目
巾
の
推
定
在
読
む
具
体
的
必
川
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二
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の
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決
を
晶
一
一
い
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C
険
討
す
る

J
り
で
し
て
、
ー
四
」
さ
は
、
最
終
的
へ
こ
れ
ま
で
の
検
討
シ
涌
じ
て
、
列
手
さ
れ
て
い
な
し
い
権
利
の
保
障

に
と
り
、
向
日
幻
推
乏
珂
論
が
い
か
な
る
首
誌
を
高
ず
る
か
を
考
察
す
る
。

白
川
山
の
推
定
理
論
の
枠
組
み
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最
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は
、
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れ
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あ
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ヴ
ロ
セ
ス
の
お
俄
は
、
同
時
γ
史
と
伝
統
に
涼
ノ
＼
松
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し
て
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し
か
も
そ
れ
に
対
す
る
制
約
に
対
し
と
日
前
と
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役
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双
ち
に
日
い
て
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格
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務
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行
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こ
と
に
あ
る
つ
ま
り
、
パ
！
ん
杯
約
ヂ
寸

1

プ
ロ
て
ス

2
は、

一
以
の
何
人
止
恨
拠

Z
Xく
＃
キ

的
校
利
に
付
し
て

JM格
審
査
を
及
ぼ
す
ら
の
理
論

五
私
的
デ

J
1
・
／
口
セ
ス
に
い
い
川
し
て
は
、

悲
本
的
梧

戸
お
「
ノ

4
7
0
 

L
Pし、

1

’
 

利
の
京
誌
の
己
批
宇
一
と
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権
刊
が
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と
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統
に
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く
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し
て
い
る
の
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桜
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で
め
る
と
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戸
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さ
れ
て
い
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る
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が
行
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て
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ず
る
ο

ま
ず
、
広
川

の
す
貯
を
と
あ
る
。
叫
に
み
た
も
で
フ
に
、

ロ
ヨ
の
捻
心
一
川
清
は
、
二
7
仏
卜
列
店
ヨ
さ
れ
て
い
な
い
椛
利
の
仏
障
に
つ
い

亡
、
点
主
体
的
～
ア
コ
・
ザ
ロ
セ
ス
ζ

は
は
パ
な
り
、
こ
の
よ
ト
つ
な
ヨ
曲
が
島
本
的
で
あ
る
か
こ
い
h

こ
と
を
問
、
わ
な
い
n

斗
由
の
推
定
述

〈
制
の
も
よ
で
は
、
あ
い
h
J
A
円
ノ
る
円
山
は
寺
し
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ゃ
い
わ
会
に
危
1
－
↓
を
抗
、
え
る
円
出
は
保
障
か
っ
除
外
さ
れ
、
そ
の
よ
う
ま
臼
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の
制
約
は
当
燃
の
こ
と
な
が
ら
忘
法
l
司
容
さ
れ
る
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目

ー
一
の
准
山
一
川
崎
識
の
も
乙
で
保
諾
さ
れ
る
の
は
、
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出
荷
や
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会
仁
危
害
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与
え
る
こ
と
の
な
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泊
五
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目
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寸
で
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ま山川、
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一
段
階
の
審
査
で
は
、
制
約
さ
れ
て
い
る
の
が
超
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仕
山
田
か
ア
け
か
乙
い
っ
こ
亡
が
問
？
ゃ
れ
て
い
る
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で
あ
る
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陪
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約
円
台
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性
心
司
副
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川
は
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以
初
予
行
わ
な
く
と
は
日
ら

な
い
乙
こ
の
点
以
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山
一
H
山
の
出
’
応
対
論
（
U
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で
丸
る
乙
つ
ノ
主
打
、
一
U
同
心
出
’
応
用
論
の
も
と
で
白
人

mMM山
間
ケ
↓
有
し
て
い
る
と
レ
ト
っ
こ

と
は
、
同
一
一
仁
、
れ
を
夜
間
が
税
rれ
す
る
場
ム
ロ
仁
川
出
正
当
化
収
拠
を
副
岐
し
な
L
限
り
、

加
と
が
で
さ
ず
白
巾
の
慢

宿
が
杵
｛
正
大
れ
る
と
い
う
こ
と
古
意
一
附
す
る
心
で
ふ
り
る
〔
こ
の
点
に
つ
い
て
辺
町
い
え
ば
、
道
王
乞
戸
間
主
制
約
す
る
みJ

合
下
ιっ
て

も
、
政
併
が
そ
の
正
当
化
恨
拠
合
計
制

rh－こ
J
が
で
き
れ
ば
制
約
す
る
こ
2
は
可
能
と

あ
一
段
滑
に
お
い
て
、
政
山
川
心
制
約
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伴
的
に
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よ
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に
行
わ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か

v

主
ず
、

か
が
審
ん
ー
が
れ
、
次
に

ヰ
当
日
午
円
的
日
ず
あ
る
か
ど
よ
ー

一L
勺
た
は
的
古
江
成
ナ
る
に
め
、
り
よ
り
制
限
的
で
な
い
手
段
の
有
討
が
審
告
事
れ
る
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h
ソ
二

J
J
1
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し
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「
る
2
、
局
常

の戸
F

的
r

J

段
審
査
の
よ
う
に
11民
乙
る
が
、
臼
引
け
の
指
定
理
品
が
従
長
の
ι
昨
イ
イ
ム
ハ
と
異
な
る
の
は
、
選
告
の
〆
ベ
ル
で
あ
る
）
白
市
の
一
帯

定
問
一
九
一
酬
の
も
t
で

の
レ
ベ
パ

〔
版
終
審
会
、
川
附
言
至
、
ん
は
担
任
柱
穴
一
t
は

の
〆
ベ
ル
は
、
従
世
の
窓
法
学
に

一
線
を
州
ず
る
／
一

γつ
っ
こ
」
で
吹
ぶ
さ
れ
て
い
る
の
は
、
「
汽
山
一
に
汁
づ
る
制
約
に
つ
い
て
、
そ
の
；
必
v
t
什
お
も
へ
ひ
正
巾
性
心
ぷ
ん

に
つ
い
て
の
出
（
に

υ味
の
あ
る
審
蛍
で
あ
ろ
と
い

こ
の
、
寸
つ
に
、
込
山
刊
の
拙

J止
一
手
掛
の
J
U
Y
と
で
は
、

rJ
べ
て
の
遍
在
、
仙
IJ
由
か
等
し
く
似
可
市
さ
れ
注
く
て
は
な
ら
な
い
一
い
入
観
庁
か

ら
、
政
討
に
対
L
亡
白
山
刊
に
対
す
る
制
約
が
最
小
限
で
あ
る
こ
」
が
判
官
求
犬
、
れ
る
の
で
あ
る
。
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｛
村
山
の
昨
定
理
論
の
絞
拠

修
正
九
条
と
特
樵
免
除
条
項
の
意
義

こ
の
よ
う
な
山
田
の
年
芝
刈
論
の
憲
法
卜
の
恨
拠
は
こ
こ
に
あ
る
の
か
ハ
こ
の
主
、
ま
さ
さ
は
、
そ
の
以
隙
を
修
正
九
来
、
特
権

免
ぷ
条
一
川
引
に
求
ゲ
る
。
そ
こ

C
、
次
に
、
山
以
南
の
推
定
河
一
九
酬
の
税
処
と
な
る
修
け
J

公
ふ
と
わ
権
免
除
条
一
泊
引
の

63弐
を
仙
川
町
叫
し
と
い
く
こ

／
）
片
山
ナl
h

’λ巳
U修

正
九
条
の
意
義

修

ι九
条
は
、
一
こ
の
中
川
い
法
に
一
定
心
桧
利
を
列
ぶ
J

し
た
こ
と
を
も
っ
て
、
人
民
心
保
有
す
匂
一
犯
の
語
体
作
利
ピ
ポ
円
乏
ま
た
は
料
悔
し

に
も
の
と
解
釈
し
て
は
な
、
h
な
い

と
比
定
L
C
い

A
V
n
E
E
E
は、

IE古
の
推
定
市
議
に
と
旬
、

ι九
条
パ
刊

JUm安
な
育
協
＋
誌
を
λ
判

し
て
い
る
こ
〉
を
強
調
「
る
一
彬
ム
九
条
を
す
、
｛
十
一
地
り
に
解
釈
す
れ
ば
、

れ
て
い
ゐ
の
で
は
必
い
こ
と
ど
不
し
て
い
る
と
い
う
そ
し
て
、
出
民
号
ロ
は
、
修

μ
九
条
の
二
つ
の
主
口
二
古
川
け
し
、
次
の
よ
う
な

い
る
権
利
の
み
が
窓
広
上
の
蒜
阿
佐
J

ピ
ラ
え
ら

解
釈
を
提
小
す
る
に

i
ず
、
「
n八
口
比
の
保
全
す
る
仙
の
必
ぬ
利
」
！
と
い
ろ
文
口
に
つ
い
亡
で
あ
ゐ
ご
の
文
一
円
問
、
政
府
、
？
樹
x
J

さ
れ

た
際
に
、
人
打
刊
の
保
治
Hf
る
rH然
権
を
一
引
い
ヲ
｝
も
の
で
あ
る
と
い
う

v

こ
に
い
い
え
ノ
自
然
維
と
は
、
政
府
の
長
山
町
］
な
制
約
か
ら
の
目
白
で

あ
る
次
に
、
「
行
定
士
七
は
許
制
刈
L
ん
に
も
の
乙
解
釈
し
て
は
な
ら
な
い
ー
一
い
う
r人
一
耳
に
つ
い
て
で
あ
る
υ

こ
の
丈
一
ー
は
、
政
一
川
ピ

対
L
て
そ
れ
り
幻
権
利
を
い
か
に
れ
り
ぬ
ヘ
か
」
を
ム
叩
℃
る
ー
も
の
で
あ
る
乙
い
う
。
つ
ま
り
、
体
五
九
九
官
は
、
列
挙

vo
れ
て
い
な
い

怪
吋
刊
を
に
附
除
ず
る
乙
一
片
時
に
、
政
れ
叫
の
権
限
行
法
J

中
山
手
ノ
エ
ソ
ク
ず
る
／
一
い
う
役
牛
九
を
担
っ
て
い
る
こ
い
う
u

じ一

回

nhEE
に
よ
れ
ば
、
こ
の
寸
つ
な
鮮
松
は
修
r
L
九
条
の
制
定
由
ん
に
よ
っ
て
も
法
付
け
ら
れ
る
と
い
う
n

修

F
九
条
の
制
定
は
、
権

引
州
い
内
早
強
八
心
付
加
に
際
し
と
の
で
前
，
、
前
に
和
義
に
民
連
L
C
レ
ゐ
）
制
説
会
議
に
お
い

C
は
、
車
～
叩
ル
古
法
に
格
引
吊
並
ハ
デ
一
付
加
1
J
J
G
と
い
う
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」
と
は
考
え
つ
れ
て
い
な
か
二
～
－
そ
二
で
は
、
社
惟
引
ぶ
血
ハ
の
日
折
、
ム
わ
vpu

一
行
）
ろ
迷
児
政
？
H
を
強
化
「
る
こ
と
に
関
心
が
川
け
ら

れ
て
い
た
。
ま
三
、
法
台
規
約
（

FZF742九

に
権
利
点
旦
典
子
作
在
ー
／
て
い
な
か
ヮ
ピ
と
い
う
こ
と
も
、

出
邦
パ
青
山

法
に
椛
利
一
Z
R
鼻
、
は
小
中
久
で
あ
る
こ
い
う
こ
／
一
を
縫
い
き
巾
た
乙
一
汁
わ
れ
て
い
る
、
主
法
制
疋
令
指
進
ず
る
一
ム
2
2
2
一
三
は
、
空
別
法
ピ

す
べ
て
の
権
利
を
列
挙
ム
n
J
る
こ
こ
は
ボ
円
4

切
で
あ
り
、
一
利
rTさ
れ
へ
は
か
勺
ん
J

権
利
げ
に
つ
い
て
、
そ
れ
を
制
限

γ
る
口
五
を
政
肘
に
ト

7
4

亡
し
ま
い
、
政
府
の
権
限
β

拡
大
し
と
し
ま
う
、

τ」
を
恐
れ
、
権
利
害
山
ハ
心
吋
加
に
は
反
対
の
受
勢
を
不
し
て
h

た
n

一
こ
ろ
か
、
を

法
山
山
定

ι
反
対
す
る

Lhrz－
pvLP42一

Z
が
、
そ
の
反
対
心
理
由
と
し
て
、
山
中
沼

こ
と
、
市
民
の
白
出
す

hf鴨川

ず
る
た
め
に
は
権
机
早
熟
が
欠
か
せ
芯
い

2
主
張
L
C
レ
ピ
－
こ
の
点
に
一
抹
古
川
、
ん
集
巾
ー
に
と
め
に

格
引
中
並
ハ
一
ゲ
一
修
正
丸
木
町
〈
に
ロ
体

化
す
る
こ
と
L

よ
り
、
窓
は
の
成
1

4

L

必
裂
な
州
の
批
准
を
符
ノ
ゼ
」
と
に
な
っ
た

J

校
利
帝
品
川
の
半
ム

P
山
主
5
0
M
M

は
、
中
i
初
梧
利
千
血
ハ
む
山
刊
加
に
は
可
ん
対
立
あ
っ
た
c

p
r
L
Z
S
は
、
憲
法
制
定
に
際
し
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cL市
川
ヤ
メ
日
一
課
題
ど
「
政
げ
の
権
限
心
制
限
で
あ
る
と
し
、
権
利
令
典
は
不
安
で
あ
る
と
考
え
て
い
た

つ
ま
り
、
己
主
E
Cロ
は
、

政
府
が
刻
一
宇
さ
わ
ー
に
権
以
心
み
で
紘
一
以
さ
れ
と
い
れ
ば

権
利
早
川
典
が
な
く
と
も
権
利
保
持
は
可
能
で
あ
る
と
考
／
f
L
J

ま
た

p
p
主
主

7
4同
校
仏
、
権
利
を
列
字
す
勺
ご
と
で
権
利
JT制
限
す
る
は
交
を
政
府
に

て
、
）
ま
う
こ
と
を
怯
れ
た
じ
、

f
m
し、

玄

R
E）
ロ
は
、
〉
4

否
］
よ
一
司
山
一
三
が
捻
利
音
帆
〈
を
求
め
て
い
る
こ
と
を
知
ワ
て
、
修
正
条
項
に
権
利
を
具
、
体
γ
】
寸
る
」
と
に
し
た
、

間
認
は
、
憲
法
に
権
利
引
を
列
予
一
コ
r

，o
y
い
う
w

乙
で
、

山
川
内
守
さ
れ
な
か
う
す
九
そ
の
他
の
権
利
に
放
｝
は
一
；
出
短
的
効
果
を
い
か
に
解
消
す

玄
己
主
2
2
は
、
修
正
大
条
ヘ
正
確
に
は
、
修
正
九
条
心
的
楽
）

に
も
？
っ
て
、
こ
の
間
辺
を
解
決
し
よ
う

る
か
で
ゐ
っ

ルニ一内、、

／）

L
に
の
で
占
め
る
。
修
正
九
条
の
原
案
は
、
川
品
川
の
よ
う
な
川
VJ
定
で
お
る
n

－
U
定
の
権
利
り
た
め
に

、ノノ～，
f
l

）
／
一
、

〆レ

f
へ」

υ
－hd
k
pん
γ

は
、
人
民
に
よ
り
似
持
さ
れ
て
い
る
池
心
r
叶
刊
の
重
安
村
正
ぜ
減
少
さ
山
一
る
も
の
こ
ー
で
、
あ
る
い
は
、
憲
法
に
よ
り
委
吋
ー
さ
れ
丈
y叫
市
町
出

を
拡
大
す
る
も
の
と
し
と
解
釈
し
て
は
な
ら
な
レ
一
む
し
ろ
、
そ
の

の
制
限
と
［
て
、
あ
る
い
は
、

平
に
大
き
し
川
書
豆
円
と
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、J

て
挿
入
さ
れ
た
も
の
と
、
〕
て
解
釈
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
、

7
日
主
主
c
d
は
、
こ
の
修
主
h
川
券
、
の
原
系
に
よ
り
、
川
刈
川
い
午
ふ
と
札
℃
い
な
い

引刊が
γ
m
r
十
主
で
あ
る
乙
い
え
こ
L

一
を
攻
回
に

1
 

j
 

述
的
政
引
の
時
i

阪
が
弘
ト
八
ず
る
い
一
乙
を
む
ゴ
ず
る
こ
と
か
す
ロ
図
さ
れ
亡
い
る
の
で
あ
る
つ
防4

 
2
 

り2
 

4
 

n
J
 

」十一ぃ
J当＼

 
j
 

U
A
 

F
A
U
 

応日
I

利
が
流
郭
政
府
の
手
？
に
あ
る
ζ

い
う
合
意
を
九
円
乏
し
た
か
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。

州
四
五
九
九
官
は
、

列
挙

vo
れ
て
い
る
棒

つ
ま
り
、

そ
れ
は
、
〕
r
p
E
3
5
が
当
初
古
ら
強
訴
し
て
い
た
政
刊
の
権
限
J

／
一
限
界
付
け

政
府
は

j

iヒ
コ
v
日
常
ぷ
こ
J

、
f
L
コ大ノ一

J
中
川
）
コ
tu

ヰ
J
r
F
f
T
J
主

I
t
f
L
v
f
z
’1
1
7
2
F

い
は
抗
政
ず
べ
き
で
な
パ
」

ζ

い
う
こ
と
の
実
現
を
ヨ
祈
一
0
2

も
の
で
も
あ
ノ

凶
ロ
コ
足
立
に
よ
れ
は

以
ょ
の
修
正
九
条
の
刻
む
山
ん
の
慨
問
明
か
ら

引
返
さ
れ
て
い
な
レ
権
利
の
保
汚
の
み
な
ら
ず
品
川
山
川
の
権
柄
引
の

引
唄
と
ト
ど
っ
割
引
点
か

修
正
丸
山
染
心
解
釈
に
際
し
て
の
重
要
以
ポ
ノ
ノ
k

に
な
る
J
い

一
？
一

f
l
γ
t
 
L

怜
庁
九
条
か
政
的
の
権
限
を
剤
取

ず
る
版
た
で
あ
る
と
す
る
と
、
問
題
は

二
心
憲
法
令
L

よ
っ
て
合
中
年
同
に
を
任
汽
れ
ず

か
つ
、
州
に
禁
ー
は
き
ふ
引
な
か
っ
と
持
限
は

各
州
？
と
れ
ぞ
れ
に

ま
に
は
人
見
L

山
町
保
さ
れ
る

ー
ぐ
規
定
す
る
修
正
一
心
条
と
の
以
俸
を
い
か
に
存
え
る
？
で
あ
る

ロロコ炉内
T
F
F

…
1
1
h

修
正
ヂ
采
と
紘
一
一

。
条
は
、
議
会
が
列
挙
さ
れ
妄
世
間
仙
の
み
を
行
使
す

。
条
に
は
そ
れ
ぞ
れ
別
州
酬
の
役
割
が
あ
る
と
い
う
ι
修一↑ム

る
こ
と
を
へ
引

d

る
規
定
で
あ
る
「

V

こ
れ
山
い
付
し
て
、
位
仲
y
h

凡
粂
は
、
政
府
が
列
挙
さ
れ
て
い
た
百
い
権
利
や
制
約
す
る
こ
と
で
、
政
府
（
U

権
限
が
叶
仏
大
ず
る
こ
と
を
制
限
す
る

LYUつ
役
訪
今
、
右
、
）
て
い
る
の
で
あ
る

v

つ
ま
り
、
列
与
さ
れ
て
い
な
い
権
利
古
川
山
内
内
す
る
」
と

ふ
》
亡
、
］
J
m
h

ベ
コ
互
に
よ
れ
ば
、
怜
ー
リ
九
条
の
V
A
一
い
お
よ

び
原
意
は
、
列
挙
さ
れ
て
い
る
か
こ
う
か
に
か
か
れ
つ
ず
志
法
ト
の
権
利
引
を
保
障
ず
る
乙
同
時
に
、
政
府
の
権
限
を
制
限
す
る
こ
y
、を

と
政
的
の
権
限
乞
制
限
「
る
こ
と
は
コ
イ
、
J

の
長
十
ふ
の
関
係
な
の

日
的
と
3

三
に
い
る
と
結
論
コ
け
る
の

以
l
、
紙
絞

L
て
き
た
白
川
三
百
二
の
作
』
九
条
の
洛
択
は
、
そ
の
佳
史
的
宵
宗
に
有
川
け

ず
る
こ
乙
で
、
ャ
れ
ま
で
蕪
刻
さ
れ
続
け
で
き
た
修
止
九
条
に
列
挙
さ
れ
て
い
な
ゾ
寺
川
一
の
保
障
の
以
川
だ
と
い
う
球
市
川
一
じ
た
意
義
J
V
と

F
L山

f
l

ふ
と
フ
こ
す
る
の



特
権
免
除
条
項
の
意
義

『
ど
さ
さ
山
ぺ
停
止
九
条
こ
並
ん
己
、
外
山
八
十
一
さ
れ
て
い
仕
い
棒
引
の
仏
障
の
校
机
h
y
L
L
こ
挙
げ
る
の
が
修
止
凶
会
～
「
〈
い
衆
臼
仁

お
い
て
凸
牛
し
、
ま
た
は
こ
れ
に
帰
化
し
、

か
っ
ハ
ぃ
…
1
4
同刊の川

F括
協
併
に
服
す
る
お
は
す
べ
て
、
ム
h
衆
U
H
h
u
r
o
円U
そ
の
凶
仕
ず
る
州
の
市

民
で
為
る
。
い
か
な
る
州
も
、
ム
円
九
市
直
市
民
心
特
権
ま
た
は
免
徐
を
制
限
す
る
け
は
砕
を
引
定
忘
る
い
は
実
施
し
て
は
な
ら
白
い
。
い
か

λ

～ヲ
G
州
J
川
、
川
氏
の
迫
－
止
な
「
続
寺
に
よ
ら
な
い
で
何
人
百
ら
も
中
台
、

IJ由
ま
？
に
は
肘
泌
を
伝
っ
て
は
な
ら
な
ー
；
ま
に
そ
の
首
村
内

日
一
何
人
に
川
付
し
て
も
法
の
ギ
等
な
保
訟
を
拒
ん
で
は
な
ら
な
い
）

の
将
校
・
r川
町
科
目
礼
小
唄

三回巳『
4
Z
コJ
r
d
E
主
（
一
お
C
Z
A
r
J

＼
 

為
司
令
〈
険
庁

修
正

一
条
、
修
正
一
じ
久
本
と
並
～
で
南
北
戦
争
／

i
c山
部
の
川
の
再
統
台
岐
に
お
い
て
の
ホ
択
さ
れ
行
憲
法

州
す
末
以

終
げ
十
む
の

こ
の
川
胤
定
は

連
邦
烹
は
に
お
い
て
旧
民
過
ぎ
わ
し
た
権
利
が

州
に
よ

G
梧
利
侵
害
に
述
川
市
さ
れ
。
か
と

い
う
へ
一
岬
ト
川
と
お
わ
る
も
れ
い
り
で
あ
っ
た

v

す
な
わ
め

特

ι
一
条
か
ら
八
条
は
連
邦
に

M
け
ら
れ
に
も
の
で
あ
れ

L

一
M
U
条
心
規
定
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は
州
に
向
け
ら
れ
七
規
定
で
あ
る

J

そ
こ
て
、
前
作
品
一
四
条
1

む
媒
介
と
し
て
、
け
作
」
ム

タ
れ
か
ら
八
条
ま
で
の
規
｛
七
が
州
に
編
入
穴
、
れ
る

、
一
ユ

カ
と
う
カ

き
た
の
で
丸
山
る

－
い
わ
ゆ
る
編
人
九

TTq
レ
ー
初
、
権
問
中
典
を
刊
に
造
用
、
f
る
恨
拠
と
し
て
、
日
円
手
れ
て

' ' 

,,, 
!Ji 

~＇· 
権
行i

半IIぷ
決，－， ＇ーに 1主1
3すで
i・J ＇あ

るる
7 '' 
~ 

〆で

裁
判
｛ 

口

'"' 
~~ ,,, 
辺、

見
：立

げ
か
予
三

一
手
首
心
屠
殺
煮
を
つ
の
業
者
に
引
い
！
叶
さ
せ
る
L
r

い三
l

叶
法
の
ん
け
忘
附
が
？
ー
わ
れ
た

特
住
免
除
各
項
が
ιu宍
一
凶
一
氏
の
特
権
免
除
今
、
帰
ず
の
ゼ
あ
句
、

州
民
の
引
塔
i
m
J
除
を
お
す
の
ご
は
江
い
〉
一
い
う
限
定
的
一
可
解
釈
を
採
用
し
ず
円
、
メ
の
た
め
に
、

、
」
の
条
河
（
は
な
が
ら
く
引
き
ム
？
い
に
品

さ
れ
る
こ
こ
は
な
く
な
う
た
の
で
あ
る
そ
の
後
、
連
日
以
司
裁
は
、
修
正
凶
奈
7
5
拡
充
す
る
こ
ぐ
で
h

一
心
問
窓
に
対
処

L
、
品
在

と
は
権
利
害
内
心
同
ζ
f
U

こ
が
州
に
対
し
て
も
刷
用
さ
れ
て
い

問
題
は
、

時
列
挙
鼠
（
中
一
州
に
ち
起
用
す
る
根
拠
は
、
修
日

同ターポの

ど
心
部
分
と
あ
る
か
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
川
叶
び
わ
批
准
免
除
条
羽
が
焼
却
刊
章
典
の
布
川
容
を
州
に
迫
川
市
「
る
倶
拠
と
な
Q
こ
と
が
有
々
と

L

の
こ
と
が
町
絡
に
さ
守
れ
た
り
が
、

バ
の
一
肌
雫
苧
汗
に
伶
J

げ
六
条
一
し
川
ヘ
日
円
3
、
れ
た
険
審
決
判
主
交
、
町
一
ゐ
ム
枠
内
甘
い
か
、
企

ヘ
う
二
心
の
で
丸
る
ー

,, 
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い
い
さ
れ
る
か
ど
う
か
が
争
わ
れ
た
ゥ
ヨ
汽
5
4
7＝
z
S
E
－
－
あ
る
じ
こ
の
な
か
で
、
一

rnr裁
判
官
の
同
志
吉
見
出
＼
修
正
同
条

の
な
か
で
も
特
権
免
除
条
皮
が
保
利
叫
川
、
を
州
に
迎
応
ず
る
の
に
台
在
的
で
あ
る
乙

’）か
L
、
近
崎
、
特
権
免
除
条
頃
は
単
に
権
利
計
四
？
な
州
に

い
う
問
問
4叶
同
九
州
出

b
れ
u
j
、
そ
こ
に
は
独
汽
の
内
容
が
ん
止
ま
れ

て
い
る
よ
い
入
札
鮮
が
有
力
に
i
百
出
さ
れ
ブ
に
い
る
。
将
司
免
除
粂
取
が
、

い
な
ど
惟
弓
ー
の
保
障
の
彼
拠
と
な
る
と
い
A
U九

別
で
あ
る
n

こ
の
凸
を
い
ち
q
f
〈
品
川
端
L
た
の
け
い
同
一
川
で
占
め
る
。
開
ゲ
、
は
特
権
免
除
条
羽
心
芯
3

弐
台
以
ト
の

メ立法
／一、 u
dノ ，j'

縫少
干t i;( 
h ノ
り＼

＇＂し,fj( ( 

~主も
を綱
、Wt
l同＇t'.i
引~ ＇こ
の 7,ilJ
ιc, ,,, 

志子、
法 I
0 ( 

r長~＂
,;1 ＞~ 
者て

をそ
＂＇りてよ
し、つ
ι，，， ct 
·~. ！~ 
与7左
手d皇 lI 
灯＇ '!' 
Fい J
ιふ
中 hI 

来日U
l}j j;, 
!'! +•· 

引1

t~ 不
＂＇＇を
ち f「J
Jもら
·~ ~ ～，L 
L、 14'
Z仁鳴
し、 t.J:
液右
手I iJ; 
／了、 v戸

、ノノ 己

保行
持 ッ
に〉て

枚 L
j；な
とし
'' 10 

る
と
い
う
見
解
は
、
犯

よ
っ
て
も
支
持
大
れ
て
い

｛山
b
h
H
M
m
v
戸
！
と
刊
〕

と
何
日
叫
に
、

引
刊
花
免
除
条
市
ー
が
列
、
小
ぎ
わ
し
て
い
な

い
い
い
惟
利
心
h
U
A
A
M
C

制
収
拠
と
な
る
と
MKGえ
て
い
る

F

そ
も
そ
令
、

い
い
惟
利
一
・
「
山
庄
”
特
将
一
．

1

免
除

と
い
う
文
己
は
一
け
換
的
に
伎

刑
さ
れ
て
き
三
も
の
で
あ
り
、
「
潟
権
」
「
免
除
」
に
は
、
渋
的
二
仮
設
宍
れ
る
白
然
権
が
ん
H
j
れ
て
い
る
と
主
張
ず
る
し
℃
は
、
な

止
、
権
利

ー川和吋桜
r

兎
除

と
い
う
丈
百
が
引
い
ら
れ
た
か
と
い
よ
ノ
こ
と

回
日
宮
内
同
に
よ
れ
ば
、
ね
権
免
除
条

で
は
な
く
、

山
古
川
、
ー
お
ぬ
免
除
し
｝
い
う
記
団
的
な
文
口
を
あ
え
て
い
m
L
る
こ
と
で
、
以
く
権
利
JT保
押
し
よ
う
：

J
1と
す
る
一
」
心
士
に
い
っ

い
て
、
ロ
ミ
コ
主
刊
は
、

川
九
円
前
作
、
〆
て
い
な
い
若
に
よ
る
前
嶋
の
m州
市
帆
J
b
江
市
与
〕
た
川
法
が
仇
W
J
凶
灸
に
反
す
る
叫
ん
N
Y
っ
か
げ
か
f
J
h
いれ

一

（

C同

1
U
均
一
二
イ

に
お
け
る
ぎ
之
さ
五
5
2
裁
刊
行
の
岳
山
冗
に
依
隠
す
る
つ

1

問
題
は
、

の
州
に
お
け
る
川
氏
の
特

宝
ー
免
除
ど
は
何
で
あ
る
か
で
あ
る
υ

次
々
は
、
）
れ
ら
の
ぷ
札
を
そ
の
性
質
上
基
本
的
立
あ
る
特
権
免
除
に
限
心
す
る
こ
乙
に
は
応
路

し
な
い
。
午
、
れ
は
、
当
牝
の
怪
初
C
占
め
り
、
す
べ
て
の
司
而
な
政
的
心
市
民
が
亨
有
一
q
J

る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
回
中
一
構
成
す
る
子
、
れ
ぞ

れ
の
州
の
よ
作
氏
に
よ
り
享
有
さ
札
↑
に
き
ゅ
人
も
の
で
あ
る
。
軒
刀
こ
れ
ら
の
民
本
的
な
特
権
で
忘
る
か
に
つ
い
て
は
、
こ
’
れ
を
列
挙
す
る

こ
と
は
斥
難
で
為
る
ご
と
以
？
に

ι退
屈
な
、
一
と

官三
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こ
の
一
で
、
ぃ
、
修
正
九
条
と
同
低
い
、
特
権
免
除
条
頃
に
お
し
て
も
列
挙
さ
れ
て
い
ぷ
い
権
利
の
保
障
の
摂
拠
と
な
る
こ
〉
は
歴
史

的
な
妄
引
け
が
あ
る
の
ど
あ
る
ハ

2
1

だ
、
停
止
丸
条
と
引
停
免
除
条
同
2

の
異
な
ム
V

の
は
、
引
い
棒
免
除
久
市
門
ノ
が
手
続
卜
の
徒
利
も
保
障
1

）

亡
い
る
こ
い
う
去
で
あ
る
の

日
山
の
昨
定
理
論
の
月
ハ
体
的
河
一
山

以
】
、

H
白
む
推
定
町
議
の
持
ど
を
械
翻
L
亡
き
た

η

で
は
、
こ
幻
自
由
の
ほ
ー

ι思
議
は
、
ハ
体
的
に
ζ

の
よ
う
に
透
川
さ
ー
れ
る
の

か
－
白
山
の
推
ハ
U
時
誌
の
「
共
体
M
r
F
立
丑
市
を
へ

J

の
判
決
古
述
じ
て
検
対
L
f
る。

「俗芸
2
0
0
判
決
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ま
ず
、
山
門
位
の
指
定
埋
弘
司
心
日
、
体
的
山
也
市
の
般
市
い
川
市
水
と
す
る
の
が
、

γ耳
目
ピ
J
i
p
M
E
で
あ
る

v

事
誌
の
概
要
は
以
ぃ
ー
の
而
一

パ
り
て
あ
る
〈
板
u
q
u

人
は
、
ア
パ
ー
ト
内
で
メ
h
h
l
i
付
為
を
行
っ
て
い
た
と
」
ろ
、
柏
戸
M
U

’H
に
琵
引
見
さ
れ
付
刑
法
に
違
反
し
た
と
し
て

逮
怖
さ
れ
、
詩
人
五
刑
を
受
日
た
、
川
川
の
拾
訴
裁
は
、
ぷ
件
と
同
w
払
に
ソ
ド
～

7
行
為
ま
禁
止
し
1

1

州
法
の
〈
日
斎
性
が
与
4
1

わ
れ
1
3
r
h

川

町

一

戸

J

一

色
沼
判
決
に
叫
ん
っ
き
、
有
罪
判
決
を
え
持

γ7
一
コ
述
応
最
高
裁
は
、
究
の
去
、

F
な
わ
i

円
、
叶
刑
法
が
一
マ
手
保
お
快
進
反
か
と
う
か
、

bι

よ
び
、
修
止

阿
h

仙
況
の
ヂ
ュ
ー
－
プ
ロ
セ
ス
の
規
心
す
J

る
日
山
を
侵
害
し
て
い
る
か

2
っ
か
、
子
毛
布
主
判
以
を
夜
」
ヲ
か
そ
っ
か
を
拾
い

引
児
ヨ
ノ
る
た
め
に

及
室
上
訴
を
訟
の
た

ヌ
2
5
R
可
裁
判
官
心
法
廷
意
ド
ノ
は
、

A
l
訴
款
の
部
決
！
町
波
烹
京
浜
）
〆
ト
ハ
河
内
三

5
－ML夜
川
叶
宕
は
、
出
C
き
ヨ
川
戸
川
J

町
一
哀
し
て
、

ド
ミ
i
行
為
に
つ
い
γ
、
ぃ
判
決
｝
の
伝
一
之
を
が
け
町
一
～

U

そ
の
坪
山
開
会
以
内
の
よ
う
に
一
品
叫
す
る

U

国

2
2
4
m
u
リ
決
で
は
、

一泌

小
品
咋
口
茶
十
午
前
権
利
に
該
当
す
る
か
京
？
一
か
と
い
二
つ
、
一
と
に
仕
…
凸
J

が
z
去
、
ら
れ
た
が
、

ソ
ド
ミ
ろ
も

そ
れ
は
向
訟
と
な
っ
て
い
る
白
山
の
範
国
土
庁
し
く 、ノ
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ヨー説、
J

て
い
九
ハ
引
い

ソ
ト
ミ
ム
勺
為
乞
処
罰
す
る
法
律
は
、
円
以
も
私
的
な
行
為
と
判
明
一
的
に
関
ト
U

る
も
の
で
、
仏
範
人
々
nが
い
特
門
主
付
？
込
山

f
L
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
出
2
5
2
判
決
に
お
い
て
は
、
時
ー
利
の
↓
凶
作
に
ん
性
が
間
垣
こ
さ
れ
た
。
L
J
な
わ
ち
、
、ノ

山
く
か
b
あ
る
と
さ
れ
た
力
、

位
ー
史
的
な
以
上
れ
て
い
え
ば
、

近
時
に
お
い
て
同
性
愛
者
に
対
ず
る
規
制
は

そ
の
百
一
凶
は
百
円
り
で
あ
る
コ

。一%1
0
1／

f
l
k
J

「E
U

Ji、1
J

L

J

／
ド
ミ
i
処
制
作
一
が
制
定
さ
れ
始
め
た
り
は
、

九
］
O
U
1
代
に
入
門
て
か
ら
で
あ
り
、
ず
れ
も
九
つ
の
州
か
制
定

し
て
川
る
に
は
一
ぬ
ぎ
な
か
ノ
ヶ
し
、
退
去

，
ド
ミ
処
罰
法
を
夜
止
「
ゐ
州
か
哨
加
L
て
い
る
u

ま
に
、

悩
開
範
刑
法
山
ハ

ヘU
午
問
、

P
E一
円
。
《
一
三
も
リ
ド
ミ

l
行
為
ど
違
法
と
し
た
か
、
実
際
は
ほ
2
ん
と
決
行
、
？
れ
7

匂
こ
と
は
な
か
っ
た

U

さ
ら
に
、
J

士
リ
え
で
は
日
川
兆
愛
朽
の
処
山
叫
ん
乞
揃
品
し

同
意
に
基
づ
く
川
川
連
変
行
為
土
処
罰
す

九
八
一
年
に
は
ヨ

l
n
y
パ
人
持
政
判
所
が

る
に
ノ
イ
ル
一
ソ
ン
～
心
」
信
作
を
ヨ

l
汀
ヅ
パ
人
格
条
約
に
涜
反
す
G
と
判
断
L
P
J

H

日
間
（
】
也
お
ご
）
勺

t
c
E苫｛一町内
F
M
m
L
2
F
込
山
円
山
正
門
戸

そ
し
て
、
貯
ヨ
2
m
判
決
絞

つ
の
判
決
が

p
g
u
E
判
決
に
疑
問
な
技
げ
か
け
て
い
る
｝
ま
ず
、
中
絶
主
行
え
ノ
安
件
？
と
し
て
、

ル
T
怖
の
誠
心
イ
ン
フ
？
i
ム
N
h

コ
ン
セ
ン
ト
の
実
仙
川
、

一
凶
時
間
心
待
機
以
件
、
経
婚
し
に
I

久性いわ
d

牛
組
合
行
ム
ノ
場
合
の
配
偶
者
へ

の
川
一
口
知
、
こ
れ
ら
の
豆
古
川
け
を
免
除
オ
る
医
僚
的
緊
急
宅
態
、

川
市
絶
ん
ど
行
う
施
没
に
一
刈
ず
る
以
μ
口
兵
務
主
規
定
し
た
州
法
の
合
hw中山性、
mu？

わ
れ
ー
た
七
ωココ」同
7
C
C
〈一
O
『山市
C
C件
ア
ド
ル
お
己
ヨ
リ

家
H
V
A

悶
係
！
な
と
の
何
人
の
採
択
ピ

J
F
J
2
4
ご
は
私
格

憲
法
卜
の
保
湾
が
は
吃
ぶ

り
れ
た
ο
次
に
、
州
や
却
方
の
政
府
陣
内
問
が
同
性
没
者
を
千
片
山
り
か
J

似
叫
桂
子
宮
｝
一
を
H

刊行止
L
た

州
立
一
作
一
心
ム
ロ
zmu
竹
が
争
り
う
れ
た
］
N
S
H
m
吋
〈
デ
2
2
z

で
は
、
可
性
愛
請
を
標
的
と
す
る
州
志
法
を
ど
芯
と

な
お
、
河
川
主
2

吋
一
役
に
刊
へ
し
で
、
州
市
べ
試
合
平
込
J
作
玲
の
も
／
一
九
三
左
京
ζ
4
0
之
さ
叩
占
め
る
と
の

L
d川J
E
め
る
n
L
か
L
、
本
件
で
は
出
C
5
2
判
決
そ

れ
つ
体
D

H
効
性
が
問
、
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
〉
亡
、
も
し
、
川
十
件
J

保
護
日
一
色
、
と
で
州
法
を
翠
や
と
す
る
こ
、
一
ヌ
分
の
い
荊
準
を
変
更
す
る

と

「問、

－
H
土；
AU不
TJ

f
F
E
r－
一
河
円

向
性
愛
の
円
な
ら
fJ異
吐
肢
の
行
為
も
禁
止
ゲ
る
l

川
川
州
法
が
ム
ロ
需
と
な
る
け
J

能
性
勺
こ
の
司
令
〈

主心、いり干し、
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ス
一
ア
ィ
グ
マ
は
一

πー
る
に
や
つ
な
い
も
の
で
は
ー
？
い
c

刈
刑
法
の
法
，
心
川
川
は
微
罪
で
は
あ
る
が
、

そ
の
人
心
当
駄
に
と
り
長
平
安
な
意
味
を

L
J
1
3
4
J
 

卜

d
d
v3

3
き
主
判
決
の
で
布
市
分
こ
そ
の
前
後
の
山
化
的
は
川
町
っ
か
に
J
A
店
し
て
い
る
三
、
ャ
で
、
小
川
判
決
は
子
ミ
2z
判
？
時
に
お
け
る

閉
山
戸
の
ご
ま
裁
川
叶
Jh
の
反
対
忌
丸
に
ハ
抗
、
「
。
す
な
わ
ち
、

州
に
お
日
る
人
配
的
な
多
数
者
が
特
定
の
わ
為
を
伝
統
的
ピ
不
法
徳
こ
U
R
L
J
I
L

き
に
ζ

い
う
事
実
は
、
当
該
／
仁
為
を
祭
止
」
つ
る
法
律
を
支
払
ず
る
分
な
桜
処
ζ

は
は
ら
な
い
＼
お
よ
ひ
、
バ
恥
払
附
し
て
い
沿
い
人
ピ

も
現
密
な
H
自
の
保
訟
は
及
ぶ
一

と
し
加
つ
紅
白
汀
け
に
本
判
決
も
υち
つ
ベ

そ
し
て
、
修
正
市
一
条
に
よ
り
保
設
さ
れ
7

匂口

正
当
化

ろ民 主
" レナ

~ ~~ 
~；， ｝~ 
J ス

るt}
よ ふ

1 、
つ一、＇寸
'" ' 7ご Y、
汁ィ ゴ7

h 桜

雨明一、 γ、〉
νj 

利主
役 z
i込？
,ft ' 
ずな
る〕、

も
0）忠
c ＇九
なの

京
で
あ
れ
り
、

川
町
川
法
は
戸
品
訂
以
止
日
山
ヘ
パ
ν
J

介
入
を

白日
h

、
他
方
で
、
ご
行
3
5
2
裁
判
山
の
結
果
何
窓
意
見
人
い
い
、

依
拠
1
る

l
c
n
o
E
2
f拭
判
官
に

tuば

道
徳
的
な
非
到

7：：世］れてし1ない存ポljm：呉市心羽l' ＇よ反問

F
E
2
川
円
仇
と
同
様
九
放
さ
に
い
本
つ
く
γ什
別
的
『
7
h
y
f一
同
じ
で
め
れ

二
匹
J

く
い
川
去
主

＋
4
f
J
i
i

川

川

／

匂

1

1

平
等
日
体
護
に
反
す
る
と
し
に
つ
も
つ

と
も
、

。づ出口
cv
裁
判
官
は
、
件
グ
い
が
没
中
間
U

て
か
ら
と
い
っ
て
、
阿
佐
と
男
性
を
ド
別
す
る
他
（
げ
は
L

伴
が
す
べ
て
途
半
世
？
／
一
い
う
わ
け

で
は
な
い
乙
い
〉
つ

一
4
一

あ
る
と
ず
る
じ

ぶ
刺
け
に
関
、
）
て
は
、
い
法
的
な
給
掘
削
ほ
の
維
持
の
よ
う
な
半
当
ぷ
叶
の
一
利
v
刊
の
一
目
別
が
ご
さ
な
か
ワ
た
だ
け
で

、7
れ
に
刈
し
て
、
市
山
勺
乙
Z
裁
判
官
の
反
汁
意
汗
ば
、

2
2
4
3
2
判
決
同
様

r、
ソ
ド
ミ
ー
行
為
は
基
本
的
検
刊
で
は
な
い
こ
）
を
的

A
Lヨノ，
Q

」

T
d｝E
裁
判
円
は
、

ノ
ド
ミ
｝
ノ
L
h付
を
処
罰
」
J
O法
律
の
墓
地
司
に
あ
る
道
徳
的
非
難
を
正
当
な
州
刀
利
誌
と
し
亡
認
め
る

も
し
、
州
川
川
川
氏
が
没
患
で
？
め
る
こ
す
る
ぽ
ら
ば
、

PA
怖
や
重
給
仕
〈
」
／
一
悼
〆

F

け
す
る
？
？
へ
て
の
道
徳
的

v
法
は
空
中
山
h
ζ

日夕
G
U

ま
ト
、
し
ず

ヨ
札
件
当
悶
ど
り
冴
迷
で
も
緩
や
か
な
審
査
が
泊
用
主
札
、
伝
統
的
伝
性
v
f
Z刊
か
ね
氾
「
る
州
刑
法
は

、
｝
心
存
査
を
光
け
止
す
る
口

J7八
戸

中
山
《
辺
一
正
裁
判
ー
が
批
判
す
る
の
は
、
法
足
早
川
れ
が
中
立
中J

な
単
組
将
と
し
て
の
勺i
割削！古川川和山
1
、
一
文
化
成
予
～

2
5
2
3
コ
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十

f
h
U拘」

L
給
め
た
こ
乙
で
あ
る

ν

こ
λ
ー
し
た
問
隠
は
、
討
を
、
去
三
笠
一
日

u
y
oり
解
決
す
ミ
ミ
、
で
あ
る
と
い
汽
三
ー
た
、
、
一
7
c

5
2
決
汀
行
hJげ
ん
ぺ
吋
の

E
H
Z
、

：

：
l

j

i

：
 本
件
で
問
題
、
心
当
っ
て
い
る
州
法
は
F
J
院
「
刊
仁
お
川
、

内
分
か
州
議
会
心
止
論
同
一
な
ら
ば
与
の
出
1
r

警
告
ず
る
が
、
裁
判
Ah偶
人

ζ
L
て
は
フ
一
プ
イ
パ
、
ン
、
人
持
や
法
刊
刊
一
戸
山
厄
の
い
う
つ
い
叶
は
権
利
音
十
円
（
b
t
宝
別
法
の
ボ
に
丸
山
－
J
こ
い
し
は
で
き

一点

ム
な
い
〆
｝
い
』
つ
。

以
上
、
門
店
〆
2
3
2
判
日
を
慨
銃

L
て
き
に
が
、
司
自
の
昨
甘
ん
止
辺
市
戸
山
こ
h
、
戸
、
の
判
決
は
重
安
な
怠
叶
怖
か
江
守
っ
こ
／
三
い

ロ
広
三
淳
一
え
に
よ
れ
ば
、
円
に
ぜ
F
J
F
E
m
v
M
川
決
は
、
£
村
山
の
山
門
’
氾
坪
前
に
mFJ
倍
に
依
拠
し
、
二
段
瑞
宥
査
乞
／
什
J
て
い
る
と
レ
う
の

ど
を
京
コ
2
判
決
に
お
い
司
て
白
出
の
推
ど
叫
託
、
1
N
J
f

外
泊
さ
れ
た
と
L
う
河
よ
り
の
根
拠
は
、

裁
判
一
」
の
法
vuKE見
が
基
本
的

権
利
に
つ
い
て
の
言
及
古
此
否
し
こ
、
亡
一
山

ー
比
判
一
言
は
戸
山
心
色
義
を
以
ぃ
ー
の
よ

に
依
拠
し
た
円
い
に
あ
る

F

弓
に
述
べ
る

白
山
は
、
自
J

っ
そ
れ
い
り
他
心
ぷ
的
肘
制
作
引
＼
心
一

r当
な
坪
山
内
の
zd
い
政
府
む
介
入
を
染
ー
け
す
る

J

仲
河
内
々
心
伝
絞
に
お
い
て
、

州
ば
家

chumに
は
同
布
立
市
、
し
1

ぷ
い

J

人
件
魚
、
ノ
J

有
に
関
す
る
を
の
他
（
U
S
問、

家
、
り
剖
川
山
お
い
て
包
、

t
b
h
t
t
v
z
t仁

川
刊
し
れ

I
J州
M
W
M
十
九
Jι
ト
ナ
仁
」

つ
ま
り
、

立
は
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
今
日
比
は
筏
伐
と
組
え
る
肉
片
は
、
民
念
、
寿
一
段
、
円
七
し
と

ζ
の
説
併
な
付
お
を
行
ム
ム
円
止
を
含
む
口

］
の
日
律

J

古
川
記
こ
す
る
c

本
件
さ
は
、
吉
川
的
な
次
士
、
お
よ
ひ
、
よ
hJ
判
明
越
的
な
次
一
ア
’
の
一
丙
h
ご
何
人
の
白
川
叶
］
げ
l
d

問
題
〉
な
る

こ
の
よ
う
ま
白
日
の
捉
え
力
問
、
暗
に
日
臼
の
捻

P

に
制
円
前
に
依
拠
す
る
も
の
と
あ
る
と
い
え
こ
と
を
う
か
M
J行
止
る
も
の

〆て、

1
2
5
え
ぐ
1
叫
判
官
は

攻
防
附
率
五
斗
を
M
民
間
f
る

ま
ず
、
広
川

の
す
貯
を
と
あ
る
。
こ
、
二
」
は

上
千
円
に
お
い
て
問
川
端
、
こ
な
つ
に
い
る
対
性
変
奇
心
性
的
自
ハ
け
が
他
者
や
什
会
に
危

中
川
を
片
J

え
る
こ
い
」
の
な
い

)[lj 

日
込
山
」
で
あ
る
か
ど
う
か
が
審
査
穴
れ
る
。
こ
の
心
、
同
2
F
号
去
、
松
川
官
は
、

慨
し
ど
、
他
者
を
筈
ム

nJる
わ
け
↑
〈
も
な
く
法
い
が
伝
設
す
る
引
疫
を
濫
用
す
る
わ
け
で
？
も
な
ρ
対
係
に
つ
い
て
、
州
や
裁
4J川
は
そ
の

一江一

べ
き
ぽ
な
h
v

と
し
て
、

ょ
う
ヨ
関
係
の
意
味
デ
↓
定
義
し
、
あ
る
い
は
、
そ
の
よ
う
な
湾
係

に
、
川
汁
愛
者
の

: Ex人i.tc刊行j '3+268J 8別［2川：；I、
-" 



性
的
日
山
が
凶

i
な
白
川
叶
で
あ
る
と
い
モ
ミ
と
を
認
め
て
い

第
一
攻
陪
の
高
空
を
パ
ス
し
た
の
で
、
次
に
、
第
五
叫
階
の
審
4
4
で
あ
る
ハ
ご
三
で
は
、
政
川
の
花
r

ん
に
摂
拠
の
寄
託
が
「
れ
わ
れ
る
つ

本
件
に
お
い
て
問
yU
／
）
な
三
に
い
る
の
は
、

XJV円
安
他
争
え
に
当
一
桜
山
田
を
禁
ト
一
コ
ノ
る
ー
一
い
う
こ
ノ
↓
子
花
ヶ
な
規
制
「

luw
一
な
る
か

1C7

か
で
あ
る
u

こ
の
円
、
同

E
ロ
E
r
4以
斗
一
巳
が
依
拠
し
て
い
に
出

2
2
2
刈
決
に
お
け
る
山
Z
2
5
絞
判
（
h
D
反
対
忍
旦
が
引
い
併
す
る

不
明
一
徳
乙
い
う
迂
由
法
、
多
数
者
が
川
下
に
常
ー
リ
さ
れ
て
い
る
ψ
1
1
刊
行
為
を
揃
っ
て
い
る

倍
と
い
工
勺
担
出
で
も
っ
て

i

口
出
の
引
約
を
正
山
化
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
し
う
c

ま
た
、

L
l
？っ

J

〔
円
、

い
n

j〕
｝

U
J
E

不
道
徳
2
レ
有
坪
山
同
で
巾
」
該
／
什
p
h
吋
す
禁
止

ず
る
法
律
を
制
む
L
U
J
G
権
限
を

υ法
附
仁
h
7
x
る
と
レ
う
こ
と
は
、
？
υ法
町
に
無
制
限
で
山
寸
引
に
等
し
い
催
『
fpA）パ
J
え
る
こ
と
と
日
川
じ

戸

！

の

で
忘
る
と
指
抗
す
る

ν

こ
日
よ
う
な
出
三
日
戸
の
け
ん
耐
に
つ
い
て
は
、
他
の
学
説
に
よ
っ
て
も
支
持
さ
わ
て
い
る
と
三
ろ

E
5
2
に
よ
れ
ば

7：：世］れてし1ない存ポljm：呉市心羽l' ＇よ反問

「
h
P
2
3
2
判
決
に
は
円
比
の
推
定
問
誌
と
採
川
引
し
た
こ
と
以
外
に
も
い
く
つ
か
の
正
要
な
山
官
庁
、
を
台
す
る
と
い
う
c

ま
ず
、
ー
一
片
山
L

（
り
保
護
に
つ
い
て
は
、
条
r
止
の
恨
拠
ど
求
め
る
」
と
が
で
き
、
詩
人
ー
的
権
利
の
よ
う
に
、
そ
の
板
刷
叫
が
条
ら
人
に
は
な
く
駁
味
で
あ
る
と

し
ベ
批
判
は
牛
t
h
a
い
と
い
う
二
P

一
で
あ
る

v

次
に
、
一
色

2
2
2
判
決
が
ニ
？
デ

f
i
ル
以
降
に
お
い
て
俄

J
L
と
業
本
的
権
利

J

恥
M
円
帯
主
「
一
品
な
る
白
川
叫
緩
や
か
な
脊
歪
と
い
う
岡
え
な
否
↑
〆
て
、
白
川
の
伊
三
別
自
治
生
採
ロ
ん
し
た
と
い
う
こ
と
は
、
人
r
及、

列
挙
さ
れ
し
い
な
い
権
利
の
沼
域
に
お
い
て
こ
の
辺
品
の
性
別
程

2v－
広
が
っ
て
い
く
円
化
マ
け
を
不
可
〕
て
い
る
1

｝い

そ
じ
て
、
｝
山
号

門戸三｛山山パ
m
h
己

d
F
4
2
k
m

の
イ
ン
パ
ク
ト
言
以
下
の
も
で
そ
ノ
に
述
へ
る
。
「
｛
与
を

5
5
汀
仇
が
烹
渋
羊
命
に
あ
っ
た
の
は
、
最
高
裁
の

斗
出
の
保
護
が
性
的
な
ヨ
山
に
限
定
さ
れ
な
い
、
一
乙
に
あ
る
口
連
邦
F

取山
A
裁
が
多
く
の
ヨ
山
z
ぜ
保
護
す
れ
ば
一
α
る
ほ
乙
、

長
門
司
裁
の

f

デ
オ
ロ
キ

i
缶
が
革
め
ら
れ
て
、
出
民
の
山
、
v
ム
文
符
を
続
料
什
L
q
J

る
こ
こ
に

1
0

こ
心
ょ
う
ピ
、
出
2
2
η
β

は、

d
山
間
の
依
4
4
4仏論

叫ん

不
、立
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宏
一
号
判
決

次
に
、
検
討
対
象
、
こ
ず
る
の
が
、

C
C
5
2一2
ぐ

月

山

PV7
で
あ
る

J

事
奈
の
概
要
は
以
「
の
通
れ
で
あ
る

J

出
邦
法
（
］
勺
Z
Z
L

（P3220一r
k
y
Z
3
1
一包ロハリもお〉《乙

は
医
僚
は
的
で
の
マ
ノ
／
ず
す
け
伸
一
尽
の
例
外
キ
認
め
て
お
り
A
1
J

、
ず
九
と
え
医
協
小
川
斗
門
的
で
あ
勺
て
4
一マ

ワ
ノ
ァ
ト
の
一
九
川
持
や
栽
培
は
達
川
は
ら

L
て
い
打
。
し
か
し
、
州
法
行
三
日
C
H
E

ご
っ
5
2
3
2
2
2
r
ν
d
z
v
〉
の
ご

は
、
速
い
司
法
与
は

異
な
り
、
医
権
的
の
グ
ミ
リ
サ
ノ
ァ
ナ
の
一
昨
持
」
／
J
粁
認
）
〆
て
い
た
u

州
法
の
も
乙
に
が
泌
門
的
の
J

リ
ヲ
マ
ナ
」
ケ
ヴ
持
し
て
い
た
医
師
の

fH
宅
が
、
麻
薬
品
以
査
局
（
タ
長
己
主
2
2
2
2
E
E
2
2
2
2
－c！

MJ

の
探
査
官
に
工
h
捜
択
さ
れ

出
到i連
J11i 主｜；

設法
主川
rl Iご
命活
ヘ雨
乞条

喜男守：
／ケ；；；：ア

るす
士ふ ミ：

宇11
と 112
しさ
し n
j卓 !il}i
'i'I；棄

さ
れ
た
u

午
、
｝
で

マ
リ
J

づ
？
を
料
収
・
般
車
止
さ
れ

r原
告
の
伝
付
ら
が
、

ほ
の

z
tめ
お
よ
び
刊
行
停
止
で
求
め
て
副
え
乞
提
起
し
た
も
の
で
め
る

連
邦
控
訴
設
は
連

叩
IKが
州
際
花
博
条
市
（
に
反
す
る
川
能
性

（
日
起
用
泣
震
の
可
能
性
）
が
あ
る
と
し
て

速
邦
地
裁
の
判
析
を
寝
L
、
γ
r
止
命
令
子
（
上
し

必
邦
最
高
裁
は
、
争
点
心
弔
問
女
性
を
認
め
、
裁
門
旦
上
訴
乞
認
め
ず
九
r

出
5
4
5
我
判
官
の
法
廷
立
見
は
、
述
内
ゅ
は
が
ん
U

窓
で
あ
る
と
し
て
、
同
一
北
川
住
訴
仲
裁
、
山
判
決
ー
と
破
昔
、
し
差
尽
し
た
っ
門
て
の
問
昨
ど
以

下
の
、
主
ノ
に
注
べ
る
c

川
川
叩
町
通
問
に
一
付
し
て
実
質
的
影
響
を
止
す
山
中
川
治
的
日
刑
判
の
一
郎
で
あ
る
純
枠
に
ロ
ー
カ
ル
な
活
動
を
中
市
川
制
ず
る

権
限
は
、
治
会
を
暴
ト
心
的
な
ア
段
で
成
れ
げ
て
る

T
）

た
述
店
法
｛
（
E
J
5
4
2寸円い同古一ヰ一
J
C持命ハコ
cz
～／ハ同）

コ｝
M
m
t
2
4

三
塁
丈
丸
山
戸
主

2
士
一
日
〔
出
ニ
ム
比
二
口
叶
円
）
に
お
い
て
確
，
v
t

て
い
る

J

土
た
、
本
件
こ
の
悶
述
で
恭
一
げ
ら
れ
る
の
は
、
決

業
品
事
寸
法
て
戸
間
2
2
L
Z
P
L
〉内一」

5
5
2
M
F

を
出
家
月
の
小
必
の
生
廷
に
泊
尽
す
令
こ
と
が
問
苫
と
な
っ
た
ま
み
さ
才
司
ニ

7
2
2
二
ニ
寸
円
「
泊
二
］
（
円
三
に
）
で
あ
る
。
こ
の
判
決
で
は
、
連
：
町
議
会
が
、
収
紅
J

山
的
況
判
明
と
さ
れ
る
活
訟
に
利
し
て
規
制
議
以
令
及
ぼ

G
 

J
0
2

こ
〆
二
γ

で
き
る
こ
と
が
斗
ぶ
さ
れ
た
。
そ
L
て
、
木
作
い
に
お
い
て
向
通
と
な
っ
℃
い
る
連
邦
法
が
規
制
の
対
象
と

L
て
J

る
り
は
、

木
賞
前
に
は
経
済
活
動
で
た
い
＼
そ
の

に
つ
い
ご
疑
う
余
地
は
は
レ
に
つ
ま
り
、
本
付
は
者
ハ
T
2
F↓

4
2
r
c
コ
一
と
同
引
で
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吉
松
い
の
で
あ
る
な
お
、
医
療
戸
的
の
コ
リ
一
ノ
γ
テ
使
日
の
必
法
性
に
つ
い
て
述
印
控
訴
裁
は
判
断
1

げ
て
い
な
い
の
で
、
？
法
廷
も

汀
断
ば
3
L
J
U
L

3AJと
］
戸
川
岸

川い

FuE
↓
心
は
、
本
件
で
は

－J？
J
わ
ち
、
尚
子

州
際
条
店
、
に
基
づ
く
規
制
権
限
の
限
界
が
不
3
れ
た
二
つ
の
判
決

校
一
ぷ
て
鋭
訟
を
バ
布
L戸
J

る
こ
と
主
治
止
す
る
連
日
法
、
C
E
M
J
2
T
T
X
L
N
h
u口三

に
つ
い
亡
、
特
定
心
字
校
三
で
銃
器
を
一
川

有
す
る
こ
と
は
州
防
活
商
に
影
巡
F

を
ヲ
え
る
は
紅

Jm的
活
殺
と
あ
る
と
は
い
え
な
い
～
め
に
、
州
際
忍
凶
条
JJ
の
権
限
を
逸
別
し
て
い
る

と
さ
れ
た
円

E
Z土
子
三
2
t

『

b
E
d
u
H
ム
円
「
出
U
さ

お
よ
び
、
性
的
暴
力
の
被
札
口
者
に
持
し
て
お
半
口
賠
償
を
認
め
る
述
邦

、七
白円一

巧
2
2
2
〉

2）

に
〈
い
て
、

件
口
バ
小
わ
は
粁
前
日
数
で
は
1

川
く
川
阿
川
市
一
古
川
に
実
問
的
な
影
響
を
弘
、
え
る
一
沼
山
一

（
山
♂
規
制
で
は
ほ
い
Y

よ
し
た
と
E
Z己出
E
2
4
三
2
5
0
F
U
M甲
三
日

ω
ヨロヌス））
y
J
J寸
伏
き
に
さ
れ
た
の
で
は
な
〈
、
そ
こ
で
問
題

7：：世］れてし1ない存ポljm：呉市心羽l' ＇よ反問

と
ん
え
た
連
邦
訟
は
、

本
什
立
問
題
J
h
そ

2

て
い
る
迫
邦
一
一
以
と
は
叫
ん
＆
り
、

川
品
計
的
九
ホ
州
札
制
権
限
に
収
わ
る
も
の
で
わ
μ
な
い
l
L
指
摘
す

こ
れ
に
対
し
て
、

C
行
cロ
目
高
裁
判
ね
り
反
ハ
町
立
児
は
、

マ
り
ソ
ア
L

ノ
の
戟
一
日
・
所
有
・
利
引
を
一
律
に
禁
止
す
る
こ
と
を
認
め
心

川
路
一
也
開
条
項
に
限
界
、
？
ゴ
い
こ
と
主
意
味
「
る
3
0
の
で
あ
る
と
指
怖
ず
る
じ
そ
れ
は

〔
d

ココ
2
一
品
川
主
主
〈

7
C
パ
そ
N

お
よ
び

J) 

はc
z
Z一
年
三
2
4
7占

2
2
5
と
は
矛
盾
す
る
も
の
ご
あ
る
c

宅
三
出
月
一
ぐ
主
一
r
d
ヨ
に
お
し
て
は
、
山
松
川
市
出
動
の
い
9
4
て
い
か
川
際
通

商
に
議
九
ー
す
る
わ
け
で
は
な
い
；
千
も
不
さ
れ
て
い
る
。
本
件
で
は

医
僚
日
的
の
マ
ワ
フ
7

L

F

の
使
用
が
州
れ
通
商
に
影
法
HvT及
ぼ

ぃ一、J
Y
一J
三ノ
Idl
引円、

L

一
行
｜

あ
ら
ゆ
る
マ
リ
フ
ァ
す
の
規
制
が
州
際
通
有
の
税
制
に
お
い
て
必
要
ご
あ
る
こ
y

こ
の
日
目
的
が
な
さ
れ
て
い
な
い

t
指

主
～
、
ベ
｝
2
5
1れ
判
｛
h
－U
反
対
立
い
ノ
？
も

ぎ
る
と
な
る
J

、
州
際
通
尚
北
ホ
羽
に
瓦
づ
い
て
ふ
州
場
に
持
容
の
な
い
マ
り
ブ
ァ
ナ
使
用
を
規
可
一
で

一θ〕

の
権
限
に
m山
県
が
な
い
、
一
こ
か
早
起
臥
す
る
2
舟
？
掃
す
る
。

同

2
7
判
決
宝
山
刊
判
別
し
て
主
戸
～
が
、
］
げ
コ
玉
川
は

連
店
最
高
裁
が
本
件
守
↓
単
に
川
際
涯
L

討
の
閉
山
川
知
と
し
て
処
罰
し
た
こ
と

J人
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ユ
ザ
」
山
肌
判
す
る

v

叫
唱
し

m
L
L
、
法
話
志
M
L
H’
邦
一
拘
す
る
工
え
ノ
ピ
、
／
司
こ
己
2
7
f，ニ
T
4
3
に
b
い
て
、

連
邦
議
ム
μ
に
は
川
川
際
通
商
に
お
い
て

影
響
を
も
f
b
γ
可
活
性
が
あ
る
な
り
、
は
、
州

j

一引【川の治動一一」
3

め勺一
v【

一出－

に
つ
い
て
、

E
3
2
は
、
一

47251
裁
判
d

口
の
反
対
長
＝
一
ん
に
桂
一
必
ず
る
。
し
か

t
E
2
2
に
φ

れ

は
医
療
司
的

η
マ
リ
ア
ヲ
土
町
川
山
行
け
引
約
に
つ
い
て
の
れ
窓
糾
円
で
あ
る
n

ド
療
司
的
の
マ
り
フ
コ
づ
り
使
用
は
、
白
ー
し
の
眠
ん
町
会
保
持

て
い
，
Q

」
こ
の
日
一

本
件
げ
に
一
以
jv手
甲
斐
司
令
マ
汗
i

し
、
必
佼
の
日
い
円
痛
を
円
遊
一
G
J

る
も
の
で
あ
る
。
述
可
決
は
、
そ
り
よ
う
な
丸
山
を
引
約
ず
る
も
の
で
あ
り
、
本
刊
に
お
い
て
は
そ

の
よ
う
な
口
自
の
制
r恥
の
台
定
住
が
明
14

わ
れ
る
べ
き
で
d

め
っ
た
と
す
る
じ
そ
し
て
、

Z
2
3
2
は
、
上
巾
件
γ
μ
w

一マ♂し『
i
件

F

L

射
引
位
、
ハ
王
打
、
什
国
山
の
w世
史
詩
人
耐
が
ほ
ぷ
と
1
司
、
っ
し
と
一
」
ろ
が
、
問
題
以
多
く
の
故
判
官
か
ど

5
5
2
判
決
十
一
問
先
的
な
も
刀
、
こ

し
て
長
え
て
お
円
、
そ
の
む
以
す
る
1r
こ
ろ
を
ρl
く
坤
健
一
1
て
い
な
い
こ
と
に
あ
る
コ
ミ
む
こ
と
が
、
山
い
ト
山
の
佐
｛
疋
埋

J

曜
の
涜
肝
心
荷

宍
に
ほ
っ
て
い
る

t
批
判
す
る

v

山
い
山
内
む
佐
｛
疋
C
理
へ
一
岬
む
も
「
で
は
、
「
寸
へ
て
の
，
ぃ
H
は
等
し
く
取
り
抜
わ
れ
な
く
て
は
な
ら

「
政
府
は
州
の
ボ
り
ス
ハ

7
1
か
連
邦
の
列
挙
3
れ
た
格
段
か
に
悶
わ
ら
ず
、
白
山
の
制
約
を
十
f

勺
作
す
る
宣
伝
が
あ
る
L

－
／
す
る
ハ

中
仏
ト
ヨ

7
Q
い
九
、

す
べ
て
の
白
止
は
台
出
一
的
な
思
除
に
基
づ
い
と
制
約
さ
れ
る
必
む
が
あ
り
、

政
府
は
ψ
1
1
J
制
約
が
必
要

P

小
川
欠
で
め
る
こ

と
を
一
計
削
げ
な
く
て
は
な
ら
h
a
い
の

：ま

九
件
に
臼
ふ
け
の
刊
で
）
阻
ん
酬
を
山
？
で
は
め
た
場
九
円
、

J

山
一
よ
〉
、
な
婦
と
川
一
ケ
も
た
ら
す
の
で
あ
う
っ
か
c

ま
ず
、
第
一
段
階
の
百

封
一
三
あ
る
、
本
件
と
同
志
こ
な
っ
て
い
る
の
は
、
出
な
る
マ
リ
ブ
f
J
J
の
使
用
で
は
G
J
＼
医
療
汁
的
心
f

リ
ワ

γ

ト
ノ
の
使
川
で
あ
る
つ

て
れ
ば
守
命
の
維
持
に
必
帯
広
K
Jも
の
と
あ
h

他
者
や
汁
会
に
合
f
ムロをに
J

ス
る
も
の
と
は
一
つ
い
難
い
ハ
｝
ノ
た
が
う
て
、
第
一
段
陪
の
否

上
位
は
パ
ス
す
る
u

次
に
第
一
段
除
り
審
査
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
政
府
が
そ
の
正
当
化
恨
拠
z
ぜ
七
さ
な
く
て
は
な
hJ

つ
京
社
ハ
で
は
、

述
辺
法
に
土
台
す
べ
て
の
薬
物
の
包
括
的
は
規
制
に
乙
り
、
医
療
司
的
の
マ
リ
y
y
J
j
を
禁
止
「
る
こ
こ
が
な
一
1
必
変
不
ツ
犬
で
あ
る

、
J
h
J
i

’ァ、一、パ
f
L

L
I
b
i
d

－、

そ
の
w

一
と
か
ん
＋
ノ
＼
市
穴
、
れ
て
L
一ぱレ
c

政
問
は
、
医
療
口
刊
訂
の
マ
リ
ア
戸
す
の
川
一
小
止
に
つ
レ
て
の
は

〆
、
一
九
J

つ戸
L

I
J
Z
一
↑

＿，戸
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コ
ル
〕
に
？
完
敗
ず
る
こ
邦
一
怖
い
ヲ
る

v

四

2

一
山
の
鮮
｛
信
一
一
ん
加
の
意
表

川
小
ト
仏
別
封
し
て
き
ア
r
ゴ
山
刀
制
定
立
論
は
、
列
挙
さ
れ
℃
い
hfν

権
訓
刊
の
保
障
に
と
り
、
ど
の
す
つ
な
忍
品
誌
が
あ
る
の

C
4め
ろ
A

P
。

い
ヨ
な
い
ん
惟
引
の
保
障
の
収
却
に
つ
ノ
レ
に
で
あ
る
（
白
山
の
枠
｛
七
逝
請
が
、
「
張
さ
れ
た
ど
同
法
に
は
、

ム
ー
由
の
推
定
辺
市
は
、
引
r
f
d
れ
と
い
な
い
権
利
の
伝
降
に
と
り
、
二
一
つ
の
怠
誌
を
有
す
る
に
い
え

rfつ
。
第
に
、
列
挙
手
、
れ
て

九
に
み
た
よ

h

つ
に
、
草
川
本
竹
権
利
の

み
古
川
端
議
ず
る
実
体
的
デ
ュ

1
・
プ
ロ
セ
ス

ι対
す
る
批
判
が
あ
れ
だ
乙
ロ

5
2え
が
批
判
し
て
w

る
の
は

ぽ
ヰ
ド
町
揺
れ
パ
νf吋

Jr慢

、
工
つ
こ
と

E
S
E
に
上
れ
ば
、

お
よ
ひ
、
憲
よ
し
は
山
政
判
守
に
〕
F
d
L
て
そ
の
よ
う
な
い
様
似
は
1
え
こ
い
な
い
と

ア
で
汗
い
は
ぞ
き
て
も
県
本
的
権
利
2
2い
店
と
の
山
に
い
別
を
設
け
て
い
な
い
一

九
一
ノ
に

h
ツ
ハ
ソ
、

f
u
』

ノ

b
l

4
F

ー
す
る
こ
と
が
自
同
に
J
ゎ
宍
町
一
I
fあ
る
と
い
う
ご
と
、

7：：世］れてし1ない存ポljm：呉市心羽l' ＇よ反問

列
挙
さ
れ
て
い
た
い
権
利

ω似
淳
、
中
過
度
に
抑
制
「
る
実
作
的
－
T

「
l

ブ
リ
μ

ス
は
、
根
f

情
的
に
諜
り
て
あ
る
と
羽
川
す
る
の

ξ
あ
る
こ
心
ょ
う
！
ょ
批
判
の
背
昭
一
U

に
は
、
そ
b
そ
も
、
実
一
一
的
7
9
4
i

プ
ロ
セ
ス
に
よ
け
、
列
挙
手
れ
て
い
！
よ
い
柁
叩
刊
を
保
持
す

川
町
列
挙
手
れ
て
い
な
い
捻
引
の
保
防
げ
れ
つ
い
て
、
。
り
窃
か
な
い
松
根
主
見
出
「
こ
ど
が
で
き
る
の

る
一
、
、
と
は
不
泊
切
で
あ
る
と
い
λ
l
y
J
、
止
が
う
か
が
、
九
る
じ
そ
こ
で
、
正
コ
玉
川
は
、
修
－
上
九
久
子
と
れ
権
免
除
条
項
の
意
義
い
拘
［
忙
し
「
れ

第
一
に
、
円
司
の
い
帯
以
担

人一岬は、

ヘ
適
正
江
一

日
山
を
等
し
く
保
障
す
る
い

一円

s
f
r
y

－？・

7
ロ
ヒ
ス
が
抱
え
f
L

い
た
何
が
基
本
的
権
利
で
あ
Q
か
と
い
う
第
一
一
円

Jru－配二
i
Y
7
4が
で
き
る
。
第
一
一
に
、
列
一
字
予
れ
て

三
、
、
実
体
的

茶
本
的
権
利
か
同
仕
る
口
！
一
か
と
い
う
い
分
キ
r
h
u
f
心
し
て
、

い
な
い
持
刊
の
保
障
に
つ
い
て
、
政
ι引
の
税
引
の

t
当
化
根
拠
を
問
、
っ
、
｝
乙
セ
、
同
叩
〉
期
門
的

T
パ

jE徳、ニ
h

う
迅
出
に
本
づ
く
規

ノヘ

引
司
市
り
こ
は
な
れ
え
な
い
も
の
z
ぜ
確
’

Fuて
政
何
心
持
限
の
州
川
県
を
作
コ
け
る
こ
と
に
あ
る
こ
と
を
明
確
に
L
に
と
い
う
こ
こ
で
あ

「山一る
（
コ
互
い
り
、
｝
一
巾
の
社
定
在
誌
は
、
一
九
J
M
下
さ
れ
て
レ
な
い

為
る
抗
但
の
在
出
で

1！メ人民半、日：／ス・＂ Z73：、同c:zoリ.11、



政
府
が
汗
助
ず
る
こ
と
寸
士
一
級
汁
的
に
林
市
ル
L

「
匂
こ
と
で
、
政
府
の
権
限
を
制
限
す
る
と
L
ぅ
側
一
叫
を
右
1

げ
て
い
る
こ
と
を
お
怜
注
げ
て
い

る
の
で
あ
る
。

、L
の
よ
う
に
、

pd
川川一の
vkμ

た
球
ノ
岬
山
川
、
列
挙
5
れ
て
い
江
い
怪
利
の
保
障
に
駁
し
て
の
政
府
の
権
限
心
制
限
を
指
紋
L
、
そ
の
よ
う

な
訪
日
川
J

ら
、
政
府
日
一
日
当
化
根
拠
や
問
う
、
｝
乙
を
、
土
以
と
す
る
司
法
密
を
述
論
を
必
ボ

γ
る
。
そ
し
て
、
亡
者
円

5
2
吋
ペ
バ
に
象
彼

さ
れ
る
、
寸
つ
に
、
削
汁
恢
J
U
1
由
の
排
記
述
論
に
近
づ
き
つ
つ
あ
る
n

ゴ
自
の
推
定
珂
誌
は
、
列
挙
さ
れ
て
川
な
h

権
列
の
保
障
に
つ
い

て
、
ず
し
レ
灰
田
川
ん
と
一
ボ
「
も
の
と
し
に
伏
出
血
づ
け
る
こ
と
か
で
き
る
よ
う
に
患
わ
れ
】
ゐ
〈

も
っ

J
も
、
内
自
の
惟
沼
市
札
前
に
は
二
つ
の
間
也
宏
指
摘
す
品
、
、
と
M
r
で
き
る
し
第
一
仁
、
白
巾
の
推
定
控
訴
は
、
宍
体
的

デ
ゴ

1
・
プ
口
ず
ス
と
は
呉
と
り
、
立
く
列
挙
さ
れ
て
い
立
い
権
利
を
保
治
「
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
ユ
ハ
U

分

J－
E苦
ん
は
心
機
会
が
噌

大
し
、
え
ム
下
九
l
表
1
ぐ
の
陀
に
お
い
て
緊
張
町
抗
日
%
を
生
じ
さ
せ
る
と
い
う
、
」
と

v

第
に
、
総
長
や
村
会
に
危
害
E
h
fう
ん
？
L
H
山
田
と
、
だ

r

な
円
比
の
げ
い
別
に
つ
い
て
、

川
尚
之
川
円
b
Aー
が
な
け
れ
ば
恋
意
的
な
ド

whん
行
わ
れ
、
岡
山
仙
の
日
体
必
が
狭
ま
る
ん
民
総
牲
が
あ
る

v

し
か
し

政
府
い
や
問
え
の
権
利
を
制
約
ふ
や
る
場
合
、
一
円
は
審
ト
食
品
h
問
以
（
U

J
 

権
利
主
保
障
ず
る
こ
い
う
続
問
と
い
た
役
識
を
初
三
し
お
り
、
汁
叶
法
審
人
口
は
民
十
了
英
ζ

の
関
係
に
お
い
て
い
己
主
ω
J
t
さ
れ
か
〉
つ
ま

一p
h
戸、つ

；J
1

6

 

信
心
問
題
に
対
し
て
は
以
卜
の

り
、
白
川
は
の
山
抱
一
心
開
7
仰
が
列
K
J
さ
れ
J
L
い
な
い
権
利
を
可
決
者
出
一
ハ
ド
よ
り
保
障
す
る
一
」
と
乞
判
的
と
「
る
以

l
、
司
法
審
す
の
俄
会
の

増
人
は
γハ

む

士
た
、
司
法
高
へ
は
は
統
治
制
度
会
科
に
お
い
て
も
吾
川
県
山
也
伏
を
有
1

）
て
い
る
ハ
こ
の
点
、
安
芸
江
戸

は
以

F
の
よ
ミ
ト
九
一
川
情
的
制
す
る
司
法
者
一
九
九
が
な
け
れ
ば
、

統
治
に
つ
い
て
の
窓
法

l
の
止
統
性
（

74mMF
同

2
2
n
v

〆

に
必
州
古
木
可
欠
な

粂
作
、
す
な
わ
ち
、
統
ム
旧
の
正
統
性
の
条
件
い
か
一
肌
視
「
る
に
け
で
な
（
効
果
的
に
是

H
ず
る
／
）
い
う
害
法
に
備
わ
っ
て
い
る
メ
カ
ヱ
ズ

一約一）

ム
引
火
β
札口

f
G
Y

白
こ
と
に
は
る
」
u

次
に
、
第
一

の
山
同
組
に
対
し
に
は
、
以
一
、
の

出町民
H
M
P

コ
は
、
直
者
日
一
〈
一
川
川
川

十
い
司
て
、
白
巾
わ
推
1
4
坪
訟
の
も
と
で
除
外
さ
れ
て
レ
る
の
は
、
↓
お
く
ま
で
殺
へ
や
窃
混
と

w

っ
た
半
口
店
が
山
町
内
除
な
も
の
で
あ
る
し
仙
川
hd
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芝
、
コ
E
2
3
問
、
内
ヌ
の

μ別
に
つ
い
て
は
、
法
制
ほ
お
ふ
判
所
守
寸
べ
々
行
三
に
い
る
、
も
の
で
あ
り
、
が
時
間
的
な
も
の
で
の
ゐ
と
す

、
い
上
本
凶
憲
法
の
不
竣
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
こ
こ
で
L

古
川
し
ず
九
い
の
は
、
一一位－

4
M
m
の
け
叶
軒
み
と
自
由
の
詐
定
却
論
は
親
和
的
で
あ
る
と

J
え
る
u
y
H
h
部
制
学
述
手
作
い
で
は
、
霊
法
＝
条
は
、
：
i

d
民
d
w私
生

一
条
に
つ
い
て
の
判
的
の
枠
組
み
て
あ
る

活
f
の
つ
市
川
が
、
地
〕
芭
庁
F

引唯牛
J

の
一
作
家
権
力
の
行
法
に
刈
L
て
も
町
出
日
A
Jコ
ハ
れ
る
ハ
き
こ
と
を
見
定
し
て
い
る
i

とふりニ匂
n

つ
ま
り
、

s 

ぷ
件
刊
行
中
ム
の
口
山
同
一
で
あ
る
と
I
、
そ
の
つ
に
一
み
μ
に
り
に
そ

う
姿
能
刊
を
い
師
附
帯
さ
れ
な
L
円H
山
一
か
合
ま
れ
る
と
し
て
い
る
乙
そ
の
一
で
、
宗
ほ
う
・
喜
怒
士
山
開
影
予
れ
は
い

i

一
山
r
L
U
け
す
る
制
約

一昨一

が

I
L中

i
t理
由
が
め
る
か
ど
沿
っ
》
土
問
題
、
と
し
こ
い
る
コ
ま
た
、
外
M
門
人
指
紋
押
絵
事
川
け
よ
れ
同
様
に
一
州
へ
の
つ
弘
司
活
よ
心
じ
由

の
一
つ
と
し
て
、
何
人
も
み
だ
り
に
指
紋
の
押
た
つ
も
七
託
制
さ
れ
な
い
白
止
を
む
す
る

と
し
つ
つ
、

M
門
訴
後
院
m
M
l中
i
y
h
坪
山
内
も

7：：世］れてし1ない存ポljm：呉市心羽l' ＇よ反問

二
pv

＼
山
花
絞
り
仰
な
つ
を
強
制
ず
る
こ

L
y
t問
題
と
し
て
い
る
：
こ
の
よ
う
に
、
判
例
は
、
宇
相
手
μ

久
木
や
か
伝
淳
す
る
の
は
私
井
川

ト
心
一
凶
作

で
あ
る
と
し
つ
つ
、

1

私
守
活
仁
の
け
比
に
つ
い
て
、
そ
心
内
包
へ
た
だ
し
、
内
包
に
つ
い
て
は
み
だ
り
に
そ
心
白

姿
訟
を
同
地
影
犬
、
れ
な
し
日
出

や
ー
み
だ
り
に
指
紋
の
判
以
つ
を
強
制
さ
れ
な
い

nr汁」

り

一
郎
明
っ
か
）

亡

な
っ
て
い
る
）

ー／外伝ん
J
u
f
r

品
川
う
と
い
う
t

仏
り
は
、

一止ノノ－
hu
山r
f
J

が
あ
る
か
ど
う
か
と
い
4
正
主
化
の
以
恨
の
z
h
h
u
h
魚
川
一
t
R
あ
て

亡
い
る
0
4
一
つ
ぐ
】
卒
、

1

私
牛
イ
山
卜
円
山
田
に
は
あ
ら
ゆ
る
口
訂
が
庁
、
王
れ
る
わ
刊
で
は
江
い

J

仙
石
町
t

吐
会
に
吊
去
を
に
1
え
る
p
汁

へ
の
一
円
及
は
な
く
制
約
の
合
述
M
U
を
か
芥
ロ
劫
に
引
認
め
て
い

ー
一
が
問
説
こ
な
る
場
合
は
、
「
私
生
活
ー
の
釘
汗
一
」

つ
主
守
、
「
ぶ
宇
治
l

ヨ
ー
由
」
は
泊
者
や
社
会
に
危
－
＋
け
を
ヲ
え
る
日
～
乙
の
は
い
主
出
で
お
り
、
－
寸
山
心
推
定
謹
《
摘
が
保
護
一
2
0迫
H
な
｝
一
山
こ
川
川
じ
で
占
め
る

と
い
え
る
。
、
」
の
〕
ふ
う
に
み
る
こ
、
判
例
は
、

公
存
在
z
f
｝
行
コ
プ
に
い
る
と
、
ろ
こ
と
が
「
か
が
え
る
。
ま
ず
、
第
一
設
問
問
。
審
査
で
、

同
怒
と
な
〆

L
い
る

i

一山問、
β

、
立
作
一
川
上
。
一
口
市
同

戸
一
、
〉

F

、
w

〆。

三
ど
し

第
一
段
惜
の
審
ん
日
は
市
川
ア
小
市
仁
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行
っ
て
い
る
わ
日
さ
は
な
い
て
そ
一

い
る
の
は
、
当
誌

H
白
が
他
者
や
引
ム
だ
い
主
一
〕
思
を
う
去
る
か

2
う
与
で
あ
る

げ
九
ト
円
以
前

VJur 

の
高
交
で
、
広
宇
治
ー
の
自
！
斗
…
に
今
H
ま
れ
る
日
当
に
け
川
す
る
制
約

C
K口
定
性
に
つ
い
て
、
日
的
‘
干
れ
J没
審
品
寸
Jry打
つ

L、

ー
の
で
つ
に
、
判
例
川

J

枠
組
内
は

一
一
条
が
保
障
す
J

る
の
は
的
有
や
吐
い
h

に市）一日間］を↑
7
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